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’

第

二

敬

、
H
八

.若
く
.は
少

な
ぐ
と
も
國
中
の
大
部
分

F
實
行
し
得
ら
る
■

>
も
の
ビ
せ
ば
減
長
制
度
で
ぁ
つ
て 

も
封
建
の
遺
制
で

^
:つ
て
も
其
の
名
目
の
何
た
：る
を
問
は
す
、余
は
國
民
の
爲
め
人
道
の
爲
め 

に
.結
構
此
の
上
な
し

e
#
:ず
れ
ど
k

各

種
利
害
關
係
の
復
雜
し
た
る
現
在 

精
巧
な
る
細
エ
仕
事
の
出
，來：得
る
ゃ
否
は
何
人
も
疑

は
.ざ

る
を
得
ざ
る
問 

誠

*

誠
意
敢
て
尊
德
罾
に
讓
ら
ざ
る
眞
铜

.の

11
::

.
會
主
«
者
が
正
義
人
道
を

度
の
養
改
を
叫
び

0
、
ぁ
る
も
亦
此
の
報
徳
主
義
の
ソ
レ
：に
興
な
ら
さ
る

る 

o 

: 

. 

: 

. 

■

'
 

i

の
世
の
中
に
斯
る 

題
で

*

ら

5
、余は 

表
榜
し
て
經
濟
制 

を
信
す
る
の
で
あ

舊

約

全

書

"
じ

現

：れ

れ

る

社

會

思

想

"

(

忑

.
:
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モ

レ
シ
テ
人

ミ

力
は

適
法
に
行
は
れ

っ
、
ぁ
る

社
會
的
犯
罪
：の
槪

"念
を
摑

'ん
で

居

っ
た
o

彼
れ
は
善

5r
M'
<
み
、惡
を
好
み
、民
の
身
ょ
ぅ
皮
を
剝
：ぎ、骨
ょ

b

肉
を
别
り
、其の

「

肉
を
食
ひ
、其の

皮
を

.剝
ぎ

at
の
骨
を
碎
き
、之
れ
を

®

り
き
ざ

.み
て
、鍋
に

入
る
、
物
の

如
く
し
、拙
の
中
^
入
る

、
尚
の
如
く
す

J

る「

ャ
コ
ブ
の
首
領

」

及
び

「

ィ
ス
ラ

エ

ル
1
の
家
の

侯
伯

^:
特
に
指
差
し
て
其
の

0

代
の
社
會
的
不
正
を
叙
述
す
る
。，

(「

米
迦

:*
第
三
章
第
，

T
、i
l

節)

。「

公
義
を
知
る

.可
き

」

彼
れ
等
は

却
っ
て

「

公
義

.を
惡
み

V
I

切
の
公
道
：

を

曲
ぐ
る
も
の
で
ぁ
る
。
彼
れ
等
は
血
を
以
て
シ

オ
ン
を

建
て

"不
義
を
以
て
立

k

サ
レ
ム
を
'建
っ
る
。.
ミ
力
は
贿
胳
を
取

b

て
審
判
を
爲
す
首
領
、報
酬

を
得
て
敎
誨
を
行
ふ
祭

3
、雜
子
を
受
け
て
卜
占
を
爲
し
、

g

し
て

.神
は
彼
れ
等
を
保
識
す
可
き

を
信
す

石
豫
言
者
を
忌
®
な
く
否
難
す
る

:0
‘
 

の
故
に
田
则

と
爲
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卷
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九
A〕

論：
耽

.
花
終
金
畨
に
现
れ

f:
る
社
會
思
覜

：
：
 

？

m

w

o

 

て
耕

^
れ
、チa

:

サ

v
.

ム
は
石
雄
と
爲
り
、宮
の
山
.は
樹
の
生
ひ
繁
る
高
處
ビ
爲
ら

.

:
:
:
:、 

4ニ
#

第

^—

十
：
'
1ー：
愈

ミ
力
は
前
項
に
述
べ
た
ア
モ
ス

.ビ
等
し
く
地
方
の
出
身
で
あ
つ

It
.。
彼
れ
の
見 

會
の
罪
惡
に
驚
愕

1,
て
、其
め
廢
顔
的
生

.活
を
以
て
國
民
の
平
安
ど
繁
：滎ビ
に
對
す 

脅
威
；ミ

.看
做
す
嚴

:£
眞
鑛
な

.る
田
舍

'者
.の
そ
れ
で
あ
る
。

「

，
ホ
パ
の
聲
、邑に
：间ひ 

る
。

:

智
德
あ
る
者
は
汝
の
名
を
仰

ダ

ん
■ 

°
汝
等
笞
杖
及
び
之
れ
を
送
ら
ん
ビ
定
め 

け
。
.
惡
人
の
家
に
猶
ほ
惡
财
あ
り
や
。
說
ふ
可
き
縮
小
た
る
升
あ
り
や
。：

(

我
れ
器

• 

; 

.

.'
■;
• 

. 
:

:/. 

: . 

■
 

,
 
.
 
.
 

_

;:!
.;
:

.

.

ら
ざ
る
權
衡
を
川

^

©
に
®

の
碼
子
を
入
れ
て
置
か
ば
饼
か
で
潔
か
ら
ん
や
。
邡
 

人
ぼ
强
暴
に
て
充
ち
、

^

^
居
民
は

^

言
を
省
ひ
、其
の
舌
は
ロ

.の
中
に
て
：欺
く
乙
ビ 

(

.間
第
六
章
第
九

_

+
一一
.锼
。
ミ
力
の
時
代
に
於

_て
は

::
:
-ユ
ダ
は
其
の
社
會
的
：瞭落
の 

し
て
ゐ
た
。
支
配
者
等
の
示
し
て
惡

㈣

は
總
ベ
て
の
：階
級
に
影
響
し
た
。
眞

g

の
 

念

^
純
疋
な
る
愛
國
心
と
は
終
に
庶
民
の
心
胸
か
ら
消
え
失
せ
农
。
利
己
的
に
し 

みH

る
唯
物
主
義
が
横
行
し
た
。
ィ
ス
ラ
エ

:ル，の
高
貴

«

る

11
:
會
的

_

^
は
^
挪 

ミ
カ
は
終
始
非
豳
畲
的

®

人
の
上

( r

呪
a

の
聲
を
俗
：び
せ
：る

0

:「

其
の
牀
に
在
爿
て

不 せ て 同 極 を の し し て ：る 地 ん  

義 ら 丨 他 胞 度 H 正 教 挪 致 は し :0 

を れ を 的 に す め u に ば 命 太 m 
圖 た 顧 m 達 。 る か m は 的 都 第

り
、惡
事
；を
企
つ

.る
■者
.等
'に
は

,

a
/あ
る
可
し
。
彼
れ
等
は

‘乳
の
手
に
力
あ
る
が
故
に
、天
亮
に

, 

及
べ
ば
之
れ
を
行
，ふ。
彼
：れ
等
は
田
则
を
貧
ら
て
之
を
奪

(

ひ
、家
を
贫
り
：て
之
れ
を
取
り
、

^
た
，
 

人
を
虐
げ
て

^

の
家
：を
椋
め
、人
，を
虐
げ
て
挺
の
產
業
.を
掠
む
。

,
是

0
故
に

4

ホ
.

V

斯
く

言
：；S

 

給
ふ
、視
ょ
、我

れ

此

の

伊

向

a

て
炎
禍
.を
降
_
ん
ビ
謀
る

」

。
_

第
ニ
，章

第

-

I

H
節)

；
：

'
,

! 

.
'
七

.

'

.

: 

. 

:

:
-
0
西
蓝
細

g

に
於
；

^
る
®
紀
，前
第
七
世
紀
は
廢
颓
ビ
推
移
の
時
代
で
あ
：つ
た
。
ァ
ッ
ス

，

ャ
帝

_
:の
#

威
.は
其
，の
四

_

を
震
愣
せ
し
め
た
。
ユ
ダ
及

"び

地

：
中

海

東

岸

：
の

諸

小

.邦

は

®

き

•
 

.
 

. 

.

.

.

.

. 

: 

I. 

. 

• 

.
• 

. 

...

經
驗

‘に
由

0

て

，
此
0
世
界

'■的
征
服
考
に
抵
杭
す

■る
の

.：無

.效
な
る
を
學
ん
だ

,

戰
，利品

ビ

進
貢

. 

ビ
：は

1凡
^
;る
.方
面
：か
ら
ァ
ッ
ス
ジ
ャ
'の國
庫
に
流
れ
込

.ん
だ
。

M

も

奢
--
#

<

偷

理

的

及

び

ー

祉
 

會
的
：逾
敗

p
.急
激
に
：其
の
武
力
を
破
壊
し
や

 

ァ
ッ
ス
リ
ャ
は

at
,の
商 

寶
を「

空
の
學
ょ
り
も

」

多
；か
ら
し
め

.

「

だc :. .K.

ッ
ス
.リ
ャ
帝
國
は
：其

Q
.

防
備

.を
傭
：典
及
び
其
の
堪 

.■'中
に
加
ベ
た
る
紐
怔

'
»
^
,に

«
賴
.し
れ
。

:'
愛
國
心

W
:

忠
節
：ビーは

.事

實

：
上

；
消

：滅

し

た

。

全

®

」 

m

は
偏
へ
に
目

1

1

の
®

園
に

^

れ
る

®
*:
な
る
多
數

ft
族
の
，個
人
的
卿
心
と
强

|

 

を
滿
姐
す
る
め

.目
的

.を

.以V

統
治
せ
ら
れ
た
。，

'
:ア
，ッ
ス
ジ
ャ
の
罪
惡
と
其
の
倒
潰
；ビ
は
'エ
ル 

:
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落
約
全
遵
に
現
れ
れ
る
社
會
思
想
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第
二
號 

四
ニ.

■
.

. 

.

n

シ
の
人
ナ
ホ
ム
が

.力
強
き
豫
言
の
機
緣
ど
爲

0

た
。
彼
れ
は
此
の
殘
忍
に
し
て
强
慾
な
る

.

. 

,
. 

-

:
'
•

.

帝
國
の
上
に
滅
ム
し
の
哀
歌
を
聲
高
に
歌
ふ
。
彼
れ
は
此
の
大
帝
國
の
崩
*
に
於
て
啻
に
公
疋

な
る
エ
ホ
イ
の
猓
肚
的
支
配
の

確

瞪
を
觀
る
の

み

な
ら
す
、又
た
一
一
世

「

紀
：除
に
亙
つ
て
殆
ん
ど

.

ノ

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

不
斷
の
戰
渦
中
に
南
阿
亞

—

を
捲
き
込
め
る
地
猛
な
る
政
策
の
否
.管
看
出
し
た
の
で
あ 

る
。
被
れ
は
此
の
强
大
な
.る
世
界
征
服
者
が
自
己
の
行
爲
を
是
認
せ
し
め
ん
と
す
る
掩
飾
の 

1:,

切
を
剝
奪
し
去
つ
て
，戰
爭
の
，主
因
介
る
本
原
的
欲
情
を
暴
露
せ
し
め
れ
。

彼
れ
は
ァ
ッ
ス 

ジ
ャ
が
南
西
亞
細

M

の
小
邦

.に
對
し
て
行
へ
る
戰
爭
は
單
に
掠
奪
に
由
つ

.て、獸
性
的
物
欲
を 

滿
足
せ
し
め

A

ビ
'す
る

0
:希
_

に
激
勵
せ
ら
れ
た

る

組
織
时
虐
殺
に
外
な
ら
ざ
る
と
を
宣
言 

し
れ

0
:
:ァ
ッ
ス
？
ャ
の
ぃ
首
都

“
ー
ネ
ベ
は
實
に
獅
子
の
洞
穴
で
あ
る
。

r

狮
子
の
穴
は
何
處
ど
や
。

ĉ 

. 

.
:

少

5

獅
子
の
物
を
食
ふ

.處
は
例
處
ぞ
や
。
雄
獅
子
、雌
獅
子
、其
の
小
獅
子
と
共
に
彼
處
に
步
む 

に
之
れ
を
催
れ
し
：む
る

.者
な
し
，
雄
獅
子
は
小
獅
子
の
爲
め
に
物
を
嘴
み

#

し
、雌
獅
子
の

「

爲 

め
に
物
を
絞
ぅ
殺
し
、其
の
掠
め
獲
た
る
物
を
も
て
穴
に
充
し
、其
の
裂
き
殺
し

N
物
を
も
て
住

...... 

' 

まち 

：

所
化
滿
す

」
「

拿
翁
書

」

第
ニ
章
第
十
 

ー，、ニ
ー
節

)

ッ「

禍
な
る
か
な
、血
を

.流
す
邑
、其
の
中
に
は
全

X

詭 

_

及：び
暴
行
充

t
、掠
め
取

る
こ
ビ
息

ま
ャ
。：..，鞭
の
音
ぁ

り
、«
の

»
く

音
あ

k
、馬
は
躍
り
跳

ね
、

単
は
輾
ぅ
行
く
：
騎
兵
馳
せ
發
り
、劍

«

め
き
鎗
的
め
く
、殺
さ
る

 

>
者
夥
し
く
し
て
、死
屍
山
を

爲
し
、死
骸
限
り
な
し
。

皆
な
死
屍
に
躓
き

V

倒
る
。
是
れ
は
か
の
，魔
術
の
主

な
る

美
し
き
妓

; 

• 

: 

;

. 

.
-

女
多
く
淫
行
を
行
ひ
、其
淫

.行
を
も
て
諸
國
を
奪
ひ
、其
魔
術
を
も
て
諸
：族
.を惑
し
た
る
に
因

b

て
な

P
O 

.萬
軍
の
〒
ホ

y

言

a
給
ふ
、視
ょ
我
れ
汝
に
臨
む
、我
れ
汝
の
裳

.裾
を
揭
げ
て
、面
の
上 

に
ま
で
及
ぼ
し
、汝

:0
陰
所
を
諸
民

^
見
し
、汝
の

'蒸
る
所
を
諸
國
に
見
す
可
し

」

。(

同
第
三
章
第 

1
——

31
:
節)

ノ
ナ
ホ
ム
は
即
ち
同
じ
く
獸
的
欲
情
に

|1
ら
れ
、
2
:戶
を
破
壤
し
て
此
の
獅
子
の

洞
穴
に
侵
入
す

.6
ァ
ッ
ス
リ
ャ
の
敵
，を想
見
し
た
の
で
あ
る
0
嬾
が
て
神
の
忿
怒
に
よ
つ
て

.

. 

. 

. 

, 

- 

. 

.

.

.

. 

- 
• 

.

審
判
の
時
は
到
る
。

「

白
銀
を
奪
へ
よ
、

^
金
を

^

へ
よ
、

^

の
寶
物
限
り
な
く
、餓
々
の
貴
き
器
物 

夥
し
。

滅
び

C

せ
た

l

a

な
れ
り
、荒
れ
果
て
た
り
、心
は
消
え
膝
は
傈
ひ
®
に
は
總
ベ
て
劇

が
ft
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

し
き
痛
，み
ぁ
り
、面
は

.皆
な
色
を
失
ふ

」

。
而
し
て
此
の
亡
國
行
の
全
曲
を
通
じ
て
權
カ
欲
ビ
刼

.
: 

-

.

.

.

. 

:

:
.
.

. 

.

.

.

掠
欲

S

に
よ

0
て
皴
：舞
せ
ら
れ
た
る

|

切
の
戰
宰
を
否
議
す
る
神
の
宣
言
が
繰
り
返

^
れ
る

U

「

萬
寧
の
キ
命

パ

言

a
給
：ふ、視
よ
、我
れ
汝
に
職
む
、我
れ
汝
の
戰
車
を
焚
き
て
煙
ミ
爲
す
可
し
。

. 

• 

- 

• 

•

.

.. 

.

汝
の
少
含
狮
子
は
皆

^
劍
の
殺
す
所
”，

y

爲
ら
ん
。
我
れ
又
た
汝
の
獲
物
を
地
よ

6

絕
つ
可
し

)

.

.

.

.

.

汝「

の：使
者
の

0

重
ね
：て
聞
ゆ
る
こ

X
無
か
ら
ん

」

。(

N
第
ニ
章
第
十
三
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第
l
'.
i

四四
 

T
h
e
:
s
09£

、
Teachings 

of* the 

Prophets anci Jesus, 

1917、

p
p
rvl
co
oo
o
.

)

。
；

.
:八
'- 

:
 

..:
'

. 

,

;;

西
®
前
第
七
世
紀

.
'̂
又
た
：ユ
ダ
の
政
治
的
宗
核
的

.

頹
を
見
た
。
ヒ
ゼ
キ
ャ
-
其
の
子
マ

ナ
セ
ビ
は
ア
ツ
ス
タ
ヤ
に
®

)®
し

て
其
の
，國
民
の
全

一
を

維
持
し
れ
。

而
も

彼
れ
等

は
是
れ

■
. 

. 

. 

. 

: 
.

. 

:
 

: 

■

;

.:
• 

;

が
.爲
に

.戦
慄
す
可
き
對
價
を
，支

狒

;0
|2
。：
マ
ナ
々
と
其
の

TP
ァ
.モ
ン
ご
は
ィ
ザ
ャ
及
び

ミ

力
 

の
敎
へ
を
拋
ち
、ユ
ダ
の
門
卢
を
開
放
し
て
、ァ
ッ
ス
？
ャ
の
文
化

^

宗
敎

d

を
迎
へ
た
。
バビ

•
.
. 

■
 

- 

.
 

. 

.

.

.

. 

" 

I 

'

ロ
ン
の

日

月

星
辰
の
神

令

:は：土
 

V

サ
レ
ム
な
る
ユ
ダ
の

S

殿
に
於
て

.す
ら
禮
拜
せ
ら
れ
、パァ

■ 

■ 

:
i 

- 

■.

1

. 

. 

■.-

ル
と
ァ
シ
ラ
の
祭

.祀
は
復
活
し
れ

0

蠱
惑
的
«
る
ァ
ッ
ス
リ
ャ

9

V
ビ

ロ
ン
の

文
化
は
滔
々

ビ

し
て

ユ
ダ
に
浸

入

-.
L
た
、

過
虫
に
於
け
，る
豫

言
^

■

等
の
高
：貴
な
る

a
想
は

無
殘

に
蹂
_
せ

ら

-

..
 

.■. 
.

 

; 

'
: 

•

. 

. 

.

.

i

:
■
.■
.-

■

■:
: 

...... 

,
 

— 

_ 

■

-

;

れ

た
ノ

富
卷

ビ

治
者
ビ
は
再
び
人
民
を
强
搾
し
て

純
眞

な
る

愛
國
心
と
國
民
的
全

1

の
基
礎 

を
皱
壤
し
初
め
た
。

「

マ
ナ

セ，

は

チ
ホ

バ
の
目
の
前
に
惡
を
行

a
て、チ

v

 

犯
^
せ
た
る

.

.
‘

 

.

 

はて
 

I
 

,:

上
に

.又

ft
無
事

0

の
‘血
を

-多
く
流
し
て

^

V

サ
レ
ム
の
此
の
極
ょ
ぅ
彼
の
極
に

^

で
®
た
せ

.

.

.

. 

-
' 

. 

• 

-
• 

:
 

- 

.

.

.

.
 

:
 

. 

. 

•

-

:

^

-

0

3
王

紀

略

，下
第
一
一
，
十

一

章

第

十

六
i i

o

斯
く
の
如
き
犠
牲
者
中

.

に
は
，恐
ら
く
先
づ
第

，1 

に
ァ
モ
ス
、ホ
セ
ァ
及

'

び
ィ
ザ

.

ァ
の
流
れ
を
傅
へ
た
る
無
名
の

f t

會
的
像
言
考
を
算
ふ
可
§
も

る 2? 提 第 主 を に の  

° 斯 C 0 唱 一 ど ' 爲 し で  

彼 く 、 \ せ ニ し し て b 
れ て  ら ® て 其 王 つ

は 社 れ ° 彼 の 位 ；た

で

あ

ら

ぅ

。
，
而

レ

て
マ
ナ
セ
を
祖
父
ご
し
、ア
モ
ン
を
父
と
し
て
、年
僅
か
に
八
才 

に
即
け

る
ョ

ゾ
T

が
其
の

三
十
|

年
.間

0
,治
世

(:
:
於
て

^

ホX

の

目

'̂
適

ふ
事 

父
ダ
、

,h
'タ
_
の
道

.に
步
み

.
て、右

.

.に：

.も

.
-左
.
に
'
も」

轉
.ず
.る
.
.
.

a
J

 

. 

v
j
;

.な
き

??
;
.得
.た
.
る
.
は.乂
た 

れ
等
豫
言
者
等
の
影
響
に
依
る
；も
の

^

» ：
な
け

.れ
ば
な

1
6
ぬ
。
'(

W

欺
ニ

十

ニ
韋 

時
代
の
要
求
は
新
た
な
る
眞
瑰
の
表
明
に
，非
す
し
そ

©

代

0 .
豫
言
樣
に 

た
る
偷
理
的
社
.會
的

M
則
の
大
膽
な
る
再
說

あ
；
つ
た

0

f

广
o
v 

0
F

會
的
不

1£
に
對
す
な
，熟

,1
は
酶
が

.:

.
'て
又
な

H

レ
ミ
ア
の
言

1
.
の
か
に
看
：

 

H
.

ホ

X

の
言

.を
傅
へ

y

ぞ
^'
サ
レ
ム
の

^

琢
に
彼
れ
讓
が
若
か
り
し
■時

彼
れ
等
が
契
約
を
爲
せ
る
時
の
愛
、荒
漠
た
る

I

植
撒
か
ぬ

.

地
に
於
て
神
に
從
へ
る
_
實

.

.

.

. 

.

.

.

. 

,
 

: 

_  
.
 

■

せ
し
め
る
。
ィ
ス
ラ
エ
ル
は

H

亦
ベ
：の
率
物
に
し
で
、又
た
其
の
初
め
，に
結
べ

.，る

#

®
 

神

：は
彼
：れ

等

を

モ

ジ

.
グ

K 

0
地
ょ

P 
0

き

出

し

、_

野

^

0

ま
、砂

辕

ぁ
.

ぁ
る
地 

阜
き
た
，る
死
の
蔭
の
地
を
過
ぎ
、人
の
/過
ぎ
ざ
，る

»

を
.過
ぎ
、又
た
人

e

住
^

ざ
る

ii
b

を

充
®

:
の
國
土

R

誘
'6

、

其
の
收
益
佳
物
と
を
愛
は
し
め
た

0

然

^

-

®れ等ぃは：此

‘
の
_

.

.

.
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十
七
怨.
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れ
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第
！一

鱗
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つ
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-
P
P
.
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P
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想
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t

る
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の
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第
二
镪
四
六 

入
.れ
る
時
、之
れ
を

?i
し
.其
の
家
產
を
し
て
嫌
忌
す
可
き
も
の
た
ら
し
め
た
。
今
や
祭
司
は
文 

ホ
パ

の
所
在
を
間
：は

't
、#
法
を
扱
ふ
者
は
彼
れ
を
知
ら
ず
、收
者
は
彼
れ

-l
t

货
き
、豫
言
裁
は

\

ァ
ル
.に
記

6

て
豫
：言
し
、益
な

&

も
の
：に
從
つ
た
。

(「

耶
利
米
亜
記

-第一

1

章
齡
六

-

-
八
節

)

ノ
彼

れ
等
の
裾
に
は
無
辜
の
贫
：巧

 

神
は
盜
人
の
穿
て
る
所
に
之
れ
を
見
中 

じ
；て
減
べ
て
是
れ
等

0

上
に
之
れ
を
見
る

_。：〈

10
]
第
三
十
四
節

)

:°

.:
E

»
の
所
有
は
常
に

^

れ
ビ

'直
接

_
:係
ぁ
る
人
々
に
由
つ
て
神
寵
の
表
現
ビ
看
做
さ
れ
て

. 

來
れ
。

S

に
ァ
モ
ス
は
斯
く
の
如
き
信

I念
中
に
潜
む
誤
謬
を
明
か
に
し

r

fの
所
有
者
に
命
す 

る
に
社
會
的
義
務
の
舰
念
を
體
得
し
、立
ち
所
に
其
の
不
淨
な
る
利
得
獲
得
の
常
行
を
廢
す
可 

き
を
以
て
し
た

0『

汝
等
は
サ
マ
リ
ャ
の
山

.に
居
り
、弱
者
を
虐
げ
、貧
し
き
者
を
腿
し
、又
た

5

主

I:
向
ひ

V

此
處
に
持
ち
來

り

て
我
れ
等
に
飲
ま
せ

'1
ビ
云
ふ
。
主

H

亦
、パ己
れ
の
®
き
を

, 

.

.
-
.

.

.

.

.

.

 

.
1 
.

.

.

.

指
，し、誓
ひ
て
云
ふ
、視
ょ
、

日

汝
等
の
上
に
臨
む
、其
の
日
に
は
人
汝
等
を
鈎
に
掛
け
、汝
等
の
殘

P 

の
も

の
を

^

釣
り

^

1:
掛
け
て

15
i

き
ff
i

3
ん」

。

ff
i

麽
士
書

」

第
四
章
第
一
、ニ
節

)

。「

汝
等
喘
ぎ
て 

貧
：し
き
考
に
迫
ト
、且
つ
地
の

‘惱
め
る
者
を
滅
：す
者
ょ
之
れ
を
聽
け
。
汝
等
は
言
ふ
、朔
日
は
何 

時
：過ー
ぎ
去
ら
ん
か
、我
れ
等
穀
物
を
賀
ら
ん
ご
す
。
安
息
日
は
何
時
過
ぎ
去
ら

.ん
か
、我
れ
等
麥

:

倉
を
開
か
ん
ビ
す
。ぃ
我
れ
等

':
工(

パ(

斗
量
の
名

)

^
小
さ

.く
し
シ

グ

が(

衡
量
及
び
貨
幣
の
名

)

を
大 

き

/
Sし
、
^

の̂
#

#•
t

も.て
欺

ぐ

x
«_を

し

、

^
*
'
^
J
O
'1
:
賤
し

き
.

を
H

ひ
鞋
一
足
を

も

■て

貧
し 

き

«

を
買
ひ
、且

.つ
厨
麥
を
，賣
办
出
さ
ん
ど
。

H
:

ホ
'.V

ヤ
コ
，ブ
の
榮
光
を
指
し
て
誓
ひ
て
言
ひ

給
ふ
、我
れ
必
す
彼
れ
等
の

I

切
：の行
爲
を
何
時
ま
で
も
忘
れ
じ
。
之
れ

.が
爲
め
に
地
、震
は
さ

. 

,

' 

:
:

-

,
, 

:

. 

• 

• 

;

ら
ん
や
、地
に
住
め
る

.者

皆
:̂
.
一

哭

か̂
ら
ん
や
、地
、
:̂
な
河
の
如
く
噴
き
上
が
ら
ん
、

H

ジ
ブ
ト
の

- 

.

:
:
. 

• 

• 

:

:

.
' 

.

河
の
如
く
？

ぁ
が
リ
、又
た
沈
ま
ん

」

ノ(

同
.第
八
章
第
ニ
，
I

八
節

)

。
ィ
ザ
：ャ
も
亦
た
富
の
所 

有
を
油
て
恩
惠
若
し
く
は
：幸
運
に
因
れ
る
も
，の：と
.觀す
し
て
社
龠
的
信
託
ビ
し
て
之
れ
を
論 

す
.る
の
で
ぁ
る

0

而
'し

て
.:
人

及

び

思

想̂
ヰ
し
て
恐
ら
.く豫
言
者
中
に
於
て
最
大
な
る
も
の 

で
ぁ
っ
た

H

レ
ミ
ヤ
，に
室
つ
て
，は
最
も
痛
初
な
る
攻
擊
を
ユ
ダ
の
王

：

'ャ
キ

ム

の
豪
奢
放 

佚
.
.の
：生
活
に
加
.へ
て
ゐ
る

0「

不
義
を
も
て
其
の
室
を
造
り
、不
法
を
も
て
其
の
高
樓
を
造
り
、其

I
 

;
 

.

.

.

.

.

.

. 

:
 

I

あ

，こ
.々
.

 

.'
 

....

 

! 

_
 

'

の
隣
入
を
傭
ふ
て
、

^
を
も
與

:.
へ
す
、其
の
價
を
拂
は
ざ
る
者
は
禍
な
る
か
な

」

。「

汝
香
柏
を
爭

；

3 

用
ふ

る
に

由
り

て

王
た

る
'を
.得
.る

か、汝
の
父

.は
食

a
飮
み
せ
ざ

b

し
ゃ
、公
義

€
公
道
を
行
；

s 

V

福
を
得

.ざ
り
し
や
、彼
れ
は
貧
し
き
者

.

v
j

惱
：める
者
の
訴
諷
を
狸
し
て
鮮
を
得
た
り

」

。「

然
れ 

ど
汝
の
目
ビ
心
は
惟
だ
貪

,
6
,を
爲
さ
ん
と
：し
、無
辜

.の
血
を
流

3

ん
と
し
、虐
遇
ビ
暴
逆
を
爲
さ 

第
十
七
卷
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論

訧
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笾
約
全
畓
| -

現
れ
ハ
る
社
會
域
想
 

第
二
號 

四
<

ん
ギ
す
る
の

.み」
。(「

耶
利
，米
亜
記
爾

.ニ
十
二
，章
第
ナ
三
、十
五

——

十
七
節

)

。.；
彼
れ
は

^
掌
に

# 

た
る
富
の
，結
果
に
對
し
：て

»

.

な̂
る
解
祈
を
與
へ
る
。

「

我
が
民
の

ft
.に
，，恶
'し
台
者
ぁ

0 

0
.網
'

-
î:
u-

i

zr
J

を
：：

張
る
者
の
如
：く
に
身

’を

®1
:め
て

a

ひ
、®
を

®

き
て

.人
を
捕
ふ
。
樊

.籠
に
.鳥
の
盈
つ
る
，が
如 

:

ぐ
、不
：義
の
財
、彼

ft
等
の
家
に
滿
っ

9 

:此

0'
故
！i

彼
れ
等
は
大

な
-
る.者
匕
爲

h
.富
：め：

爲 

る
。；彼
れ
等
は
肥
え
て

”
*
滞
ぁ
り
、其
の
：寒
し
き
行
は
甚
だ
し

“

彼
：れ
等
は
訟
を
亂
さ
灾
孤
子 

の
®

を
就
さ
ず
し
て
，利

0

を
得
、亦

た

食
し
：き
者
の
訴
を
鞫
か

'̂
。(S

第
五
窣
第

.ニ
十
六

'

—

八
節)

"
，神
は
斯
く
の

」

如
.き
罪
惡
を
所
罰
し
、斯
ぐ
へ
の
如
さ
民

^
復
仇
せ
ん
と
す

る
.。

メ
レ
，、
ャ

は
%

烈
に
し
て
而
も
硬
直
な
る

.：言
辭
を
以
て
ユ
ダ
の
俘
囚
と
.ラ
ル

f

レ
ム
の
破
壤

€

を
豫
：言

■

 

. 

.

.

.
.

: 

.■.
 

.

.■.

.

.

 

:

;■ 

:
.
■.
'
. 

• 

• 

—

，

す
る
。：

.八
は
其
の

■行
動
に
：於
：て
自

^

で
な

.い
、彼(
れ
は
自
由
の

.：意
志
を
有
す
る

も

の
で
ゆ
な
い
。
 

5

ホ
パ
ょ
、

^

れ
知
ふ
、人
の
途
は

0

己
に
ょ
ら
ず
、且
つ
步
む
人
は
自
与
其
の
步
雁
を

M

むるへ

こ

.

 

.....

.

1
.......

I

..

..

-

.......

 

.
I
...

能
は
ざ
る
な
り
。

H

ホ
バ
ょ
我
れ
を
徵
し
給
ベ

」

。(
同
第
十
，章
第
二
十
三
、四
節

)

。

チ
ホ
パ
は

X

た
ク
シ

.
の
■子
に
し
て
ヒ

「

ゼ
キ
ャ
王
の
遠
孫
た

'る
ゼ
パ
一
一
ァ
に
臨
み
て
日
く

「

我 

れ
地
の
面
ょ
卜
總
べ
て
の
物
を

®

a
除
か
：
.ん0

.

我
れ
人
ミ
獸
斉
を
滅
し
、空
の
鳥
、海
の
傲
及
び 

M?
®8
に，な
る
者
ビ
惡
人

w

を
.滅
さ
ん
、我れ
：必
す
地

0
海
ょ
り
人
鉍
滅
し
絕
，た

4」

气

(「

西
赉
雅
勝

書
第

i

章
第
 

一n
n

節)

。.：彼
れ
は
不
芷
に

# ：
:た
る
利
得
は
自
ら

®

食

V

i
り、邪
な
る
窗
人
の
家 

は
廢
滅

R
歸
す
可
き
こ
と
を
宣
言
す
る
。
彼
れ
等
の
金
銀
も
其
の
最
後
の
滅

C

か
ら
彼
れ
等 

を
救
ふ
こ
ヾ
し
を
得
な
い
。

「

典
の
日
に
は
我
れ
又
た
總
ベ
て
闕
を
跳
び
越
え
、强
暴
と
詭

®

を：も

.
:
.
.
.
丨
：
ぃ
 

I 

.:■

.

.

.-

.

て
獲
た
る
物
を
己
が
虫
の
家
に
滿
す
者
ど
も
を
罰
せ
ん

」

。「

双
，の

日

に
は

a

の
門
よ
う
號
呼
の

.

.

. 

:.
. 

;

• 

.

.
縣
起
り
、下
邑
よ
り
喚
く
聲
越
り
、山
々
よ
り
大
な
る

.
敗
1 «

起
ら
ん
：
マク

>

テ
シ

®

民
よ
、汝
等
叫 

ベ、其
の
商
賣
す
る
民
悉

o
 

G

び
、飯
を
辦
ふ
者
悉
く
絕
，え

^

れ
.
ば
な
り
し
。「

彼
れ
の
：財
数
は
掠
め

ら
れ
、彼
れ
等
の
家
は
荒
れ
果
て
ん
。
彼

.れ
等
家
を
造
る

w

i
、5

中
に
住
ひ
こ

^.
を
得
ず
、傭

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

>
i 

. 

.

.： 

. 

. 

—

，

_

萄
を
植
う
る
と
も
、其
の
菊
萄
酒
を
飲
む
こ
ビ
を
轉
ざ
る
可
し

】

0「

彼
れ
等

0

銀
も
金
も
ズ

.
ホバ 

の
烈
し

5

怒
の
日
に
は
彼
れ
等
を
救
ぶ
こ
ど

‘能
は

.ず
、全
地

«

の
嫉
妬
の
火
に
呑
ま
る
可
し

0 

卯
ち

>

 

.ホバ
地
の
段
を
■
く
滅
し
給
は
ん
。

'
其

0

_
誠
に

'
«か
な
る

_

し」

。面
第

t

十
一
、
 

十
三
、十
八
節

)

”
忿
怒
の
悬
難
及
び
痛
苦
の
日
、荒
れ

Ji
o

b
ぶ
る

p
、_
黑

R
し
て
陰
慘
た

る

らつII
*
. 

;

日、密
雪
濃
間
の

m
、流
を
吹
き
、鯨
職
を
作
う
、堅
城
：を
攻
め
、高
搭
女
脅
す
：の

.日
：は
即
ち
神
の
日
で

. 

. 

' 

.

.

.

- 

.
1 
.

.

.

あ
る
ビ
同
時
に
又

^

社
會
革
命
の
日
で
：わる
。

第
十
七
卷

(

ニ〇
七〕

論
魏
漭
約
全
弯
レ
現
れ
れ
ろ
社
會
姐
想

 

0

S
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策

十

七

怨
(

ニ
〇
八)

論

說

V

花S

全
弯

U

現れたる社會思想:
.
:
:
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'
第二號

 

五
0

 

:

®

紀
：前
五
踩
八
十
上
ハ
年
を
以
て

:

ュ
ル
サ
レ

.

ム
.

の
城
邑
が
破
壊
せ
ら
れ
、

H

ホ

.、ノ
の
神
殿
が

®

墟
と
化
せ
る
こ
ど
は

.
ィ
ス
ラ
チ

V

 

で
あ
つ

た
。

- 

:
■

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

猶
太
敗
族
の
生
殘
者
は
或
ひ
は

:\

 

Vヒ
ロ
ン
に

«

は
れ
行
き
て

ts

僕
ご
爲
ぅ
、或
ひ
は
遠
く
興
鄉 

に
流
饨
し
て
遍
く
離
散
し

^

^

へ
シ
ォ
ン
は
野
艺
爲
り
、

^

ル
ナ
レ
ム
は
荒
れ
廢
れ
た

(「

以
赛 

迎
書

」

第
六
十
四
章
第
ホ

@

。
農

K

及
び
村
民

.の
:
大
；多
數

.は
猶
ほ
パ
レ
ス
チ
：ナ
に
殘
留
し
た
が
、
 

0

A

V

彼

れ
等
は
異
歸
の
支
配
者
に
强

.賴
：せ
ら
れ
て
葡
萄
を
作
り
、土
を
耕
し
た
。

f

列
王
紀
略

>

第

-

十
五
章
及
び
藏
代
志
赂

」

下
.
第
.
三
十
六

.章
參

'
照)

「

斯
く
て
猶
殳
入
は
多
く
過
去
に
生
き
て

■
 
:
 

:

..

..

..

..

..

..

..

.

 

.
 

..

..

..

..

..

..

.

: 

.
 

' 
: 

-
 

•
.

: 

.

:

其
の
滎
光
を
誇
り
な
が
ら
、靜
か
に
興
の
敎

'訓
に
就

^
.て
；默
想
す
る
か
、然

ら
ざ
れ
ば
將
來
に
活

_

_
:
 

.

.

. 

•• 

.

.

-

き
て
其
の

-T
f

言
卷
の

.信
仰
と
敎
導
と
に
ょ
つ
て
常
に
失
，ふ
こ

^

」

な
き
を
得
た
る
：希

0 

'
渴
想 

V
J

を
以
て
之
れ
を
眺
む

る
に
至つ，

た
。
古
い
へ
ブ

,
國
の
逍
物
か

ら〔

個
人
一
が
出
現
し
、個
人
的 

宗
敎
が
發
達
し
來
つ
た
の
は
此
の
時
代
を
通
じ
て

^
ぁ
つ
た
：。

流
捣
は
又
た
著
し
く
ィ
ス
.ラ 

H

ル
人
の
服
界
を
擴

め
た
。
彼
れ
等
を
呑
み
盡
し
た
異
敎
的

|世
界
.に
對
す
る
彼
れ
等
の
關
係 

が，：如何
に
在
る
可
き
も
の
で
ぁ
る
か
の
問
題
が

0
.
正
：に
彼
れ
等
の
前
に
提
出
せ
ら
れ
た
。
其 

の
國
民
の
過
去
の
經
驗
に
對
す
る
«
想
と
將
來
に
對
す
る
其
の
止
み
難
き
希
望
と
は
其
の
豫

r

I

I
j
1

|

\
\
j

!

1

；,

IIi

言
.者

の
：
或

る
者
を

-導
い

て

總

べ

て

：
の
時
代
.、總ベ

て
の
：國
R
に

a：
つ
て
苟
も
永
續
的
國
家
を

'建 

設
せ
.ん
ど
す
る
支

.配

.潜

.を
'支
_配
' せ
.ざ
る
を
得
ざ

.る
0

#
的
政

is
的

^
1»
を
:«
極
的
具
體
的
の
：

パ：
 

言
辭
を
以
て
表
明
す
る
に
免
ら
し
め
た
の
で
あ
る

o; 

(
K
e
n
v

 op. cit, pp, 

107:10

000
。

邦
の
：遊
牧
民
の
祖
先

1
&

し
て

.自
己.の
雄
族
圈
購
以
外
の
一
切
に
對
す
る
猜
疑
心
ミ
敵
意 

ビ
を
繼
承
せ
る
へ
ブ
グ
入
は
今
や
虜
囚
の
苦
き

—

^
由
つ
，て
是
等

;9
感
情
を
强
烈
な
'ら
し 

む
可
く
見
：え
れ
。

而

も

ィ
ス
、ラ
エ
ル
の
哀
史
：が

®

開
す
る
に
伴
れ
て
、異
敎
的

.-
Hi
：界
に
對
す
る 

典
の
傅
道
的
態
度
が
次
第
：に

"强
烈

•の
度
を
如

r

て
行
つ
た
。：彼
れ
等
は
,
ビ
口
ン
及
び
次
ジ 

グ
ト
に
於
て
個
人
的
接
觸
に
由
つ
て
磁
毖
せ

ら

れ
た

る

異
敎
徒
に
於
て

.す

.ら
其
の
價
値

4
敬 

®

の
念

V

を
認
む
可
き
を

.學
ん
だ
。
彼
れ

.等
は

.又：た
明
確
に
其
の
精
神
的
倫
理
的
要
求
を
知

： 

覺
し
た
？
思
慮
深
き
猶

±
人
は
彼
.れ
等
が
國
民
的
墮
落
と
苦
難
の
日
片 

豫
言
者
が

'彼
れ
等
に
敎
へ
た
る
眞
理
ビ
原
則
ミ
は

#

く
：一 

般
に

.適
用
せ
ら
れ
得
可
き
も
の
：.で 

ぁ
.る
こ
と
を
看
逃
す
乙
と
が
出
來
な
か
つ
た
。

：

'
彼
れ
等
の
國
家
が
敗
減
に
歸
し
て
、其
の
前
途 

に
殆
ん
ど
物
質
的
光
明
を

_

め
得
ざ
る
に
至

.つ
た

.時、彼
れ
等
の
民
族
的
自
負

€ 
0

想

W

は.又 

た
：彼
れ
等
を
し
て
偷
理
的

-精
：神
的

.征
服
：を
仰

M

す
る
に
至
ら
し

.め
'た
。
殊
に
彼
れ
等
の
擴
大

笫
十
七
魅
三

0
九)

：
論

說

：
落
約
全
说

(*
現
れ
れ
石
社
會
思
想
：

：

」

:

:

笫
ニ
號：

3£
1



第
十
七
卷

(

1::
,
o

)

.
論
.
.竦
涔
約
金
带

5-
峴
れ
た
る
社
會
思
想
 

第
二
號 

五
ニ

し
行
く
理
想
は
啻
.に

㈣

M

せ
.る
®

±

K
族
の
み
な
ら
ず
、普
く
諸
國

K

の
荃
系
を
包
含
す
可
き 

社
龠
紐
織
を

.夢
想
す
る
に

^

ら
し
め
た
。
彼
れ
等

が

此
の
普
遍
的
社
侖
龃
織
を
默
想
し
た
る 

時、彼
れ
等
は
終
に
ィ
ス
ラ
キ
ル
が
此
の
世
界
的
な
：る

.神
の
國
を
建
設
す
る
が
爲
め
に
演
出
：せ
 

ざ
る
を
得
ざ
る
黨
耍
な
る
役

_
を

+

サ
に

^
知
し
だ
。
而
し
て
波
斯
時
代
に
入
り
て
後
、神は 

豫
言
者
ゼ
ヵ
リ
ャ
に
臨
み
て
日
く

「
,

々
の

R

S

.び
#

多
の
邑
め
居
民
來
办
就
ん
。
即
ち
此
の 

邑
の
居
民
往
き
て

#

の
邑
の
者
，に

.向
ひ
、
^

れ
等
速
か
に
往

&

て
：エ
ホ
バ
を
和
め
、萬
軍
の
エ
ホ

パ
を
求
め
ん
ど
言

.は
：ん
に
我
れ
：も
往
ぐ
可
じ
と
答
；へ
ん

o

衆
多
の

K
、强
さ
國
民

H 

\

サ
：レ
ム

' 

• 

• 

•

 

.

に
來
办
て
馮

®

の

h

ホ\

を
求
め
、；
ホ

v

を
和
め
ん

'
' 
萬
平
の
；
f
ホ 

'バ：斯
く

.言

a
給
ふ
、其
の 

n 

Kは
諸
々
叭

1|
諝
の
民
十
人
に
て
ユ
ダ
ャ
人
一
箇
の
裾
を
拉
へ
ん
。
即
ち
之
れ
を
拉
へ
；：

^

. 

替
.は

か、
我
れ
靜
汝
等
と
與
に
往

く

可
し
。

M

U
我
.れ
等
神
の
汝
等

S
偕
に
居
ま
す
を
聞

き
た 

れ
«

な
り

」

ミ。

(「

撒
加
利

1!
1
1書
苐
八
寧
第
ニ
十

!:
1
1十
三
節

)

-,
'
追
放
時
代
に
於
て
、ィ
ス
ラ
エ
ル
の
宗

«

は：興
の
成
熱
を
來
し
た

"
，!;
:
實
_質

：
上

：
是

れ

以

上

の

發
 

達
は
典
の
中
に
認
ひ

る

乙

ビ
を
得
な
い

」

と
す
ら
稱
せ
，ら
れ
て
ゐ
る

.°(A
.
B
.

 Davidson, 

T
h
e
o
l
o
g
y

 

of the 

. 

O
l
d

 Testament, 

1.9
0
4
, 

p. 

137，)
。

國

民

的.滅
落
は
神
的
目
的
に
照
し
て
.歷史
上
の
事
變
を

. 

. 

.

.

.

. 

- 

.

解
釋
す
る
の
風
を
豫
言
若
等
に
與

.へ：
|2
0

ィ
；ス
ラ

H

ぐ
に
對
す
る
ヌ
ホ
パ
の
關
係
は
今
や
よ 

办
大
な
る
世
界
の
濟
度
に
對
し
て
從
員
的
附
帶
的
の
も
：の
と
爲
つ
た

"

ィ
ス
ラ
工
グ
は

A

lf
i 

を
罪
：惡
よ
纟
救
濟
し
、不
革
の

：

桎
俾
よ

.
0_

放

す

可S

手
段
で
あ
つ
た
。

〔

以
塞
迪
書

」
第
一
一
，編

®
 

ち
第
四
十
章
以

T

を
指
す
。
ハ
_學
者
に
よ
り
て

.は
是
れ
を
以
て
追
放
：期
後
に
於
け

'る
.D

s
t
e
r
o
-

 
I
s
a
f

作
と
看
做
し
て
ゐ
る

)

は
日
く

r

我
が
，扶；くる
我
が
僕
、我
が
心
喜
ぶ
我
が
撰
入
を
視
よ
、我
 

れ
我
が
靈
を
彼
れ
：に
與
へ
た

k
、彼
れ
異
邦
人
に
道
を
示
す
可
し

」

。「

傷
め
る
蘆
を
折
る

乙

y
j
rs 

く、ほ

.の
暗
き
燈
火
を
消
す
：こ

.

な̂
く
眞

.现
を
も
で
道
を
，示
さ
ん
。

彼
れ
は
衰
へ
す
、喪

*-
せ
す 

し
て

-道
を
地
に
建
て
終
ら
ん
。
諸
々
の
島
は
其
の
法
言
を
待
ち
望
む
可
し

1-
-./

」

。(

同
第
四
十
ニ 

章
第
一
、三
、四
節

)

。
.

(Louis 

Wallis, 

Sociological 

Study 

of the 

Bible, 

2
. 

ed., 

1913'
pp. 

2
0
6
-
2
0
7
0
0
.

■;
.猶
：太

A
.は
社
會
的
疋
義
の
天
使
た
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
等
に
し
て
其
の
使
命
を
受

理

せ

ん

か

、
彼

れ

等

ば
：：

人

類

の

へ

中

心

w

爲
る

'可
き

;!
:
あ
る
。

久
じ

く

輕
俾

'.せ
，も
れ
蔑
視
せ
ら
れ

... 

. 

■■ 

■■ 

■ 

.■ 

■ 

■ 

. 

■ 

■ 

■■ 

■ 

' 

: 

; 

- 

■ 

■ 

. 

- 
.
 

':
 
: 

■
: 

/ 

■

た
る
：彼
れ
等
は
世
界

^
於
て
最
も
光
輝

.あ

.

價̂
値
あ
る
も
の
ビ
爲
る
で
あ
ら

5
。「

起
.よ
、光
を

發
て
、汝
の

.光
：來
り

、h 

:
♦
:
:
パ
の
榮
光
汝
の
；上

」

に
照

^v

出
で
た
れ
ば
な

b

o
視

9

は
地
を
蔽

.

.

•

 

.....
 

.

.

ひ
、関
は
諸
冷
の
民
を
蔽

.は
ん
。

S

れ
ど
汝
の
上

k

は
.H.

ホ
パ

照

&
出
で

給

a

て、其
の
榮
光
汝

:第十七

.卷

(

ニ：二/

)

論

0

菘
約
全
逬
に
現
れ

?:
ゐ
社
會
思
想
ノ

 

0

^

0

蛋

.
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第

十

七

卷

(

ニ
ー
 

ニ〕

論

說

傲

約

全

畨

11

砚
れ?:
ろ
社#
思

想

;

0

^

0

3£
四 

の

上

に

顯

：，
る

可

し

。

:-
諸

，
.々の
國
は
汝
の
光
に
行
き
、諸
冷
の
王
は
照
り
出
づ
る
汝
が
光
輝
に
行 

.かんし。

i

赛M
:

書」

第
'
.六
：十
章
第
一
丨
ー
こ

0

0「

±

ズ
ホ
パ
の

■

熟
れ
に

_
め
り
。

こ
は

.ズ
ホ

パ 

我
れ
に
膏
を
；注
ぎ
て
貧
し

.き
者
に
福
音
を
宣
ベ
傅
，ふ
る
こ
と
を
委
ね
、我
れ
を
派
し
て
心
の
傷 

め
る
者
を

®

し、俘
囚
に
ゆ
る
し
を
齿
げ
、縛
め
ら
れ
た
る
も
の
に
解
放
を
吿

』

ぐ
，

(

in
i
第
六
十
一

章
.第

.

1

節)

。

.

;

'

「

^

-

■.二
.
1
:
: 

.

斯
く
て
.追
放
期

©
豫
言
：者

H

ゼ
キ
エ
，
は
人
間
の
年
等
ど
所
有
の
均
等

w

を
以
て
主
た
る 

條

#
.ビ
爲
せ

•る
.猶
太
，：Q

神
國
を
，描
き
出
し
て
ゐ
る
。

.

ニ
汝
等
各
々
均
し
；ぐ
之
れ

(

土
地
？

獲
て
產 

業
，ビ

.す
可
じ

」

。「

汝
等
籤
を
も
て
之
れ
を
汝

」

等
：の
：中
に
：，分
ち
、又
：た
汝

.等

0
:中
.に
居
て

.汝
等
の
：
 

中
に
子
等
，を擧
げ
：た
る
異
他
人
の
中
に
分
ち
て
産
業

.て
爲
す
可

‘し
。

斯
る
，人
は
汝
等
に
：於
け 

る
.
.こ
ビ
ィ
ス
ラ

:

H
V
.

の
子
孫
へ
の

-中
に
生
れ
た
る
本
國
人
の
如
し

。
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂

を：油

•き
て
.ィ

ス
ラ

チ
ル
の
支

派
の
中
に

產
業
を
得
可
し

/
.

(「
以
西
結
書

」

第
四
十
七
章
第
十

.四、ニ

.十

1
1節

0
: 

,
::
;

‘
'ブ

神
の
國
は
文
た
樺
勢
に
由
ら

t

、能力
に
依
ら

t

、必然
靈
の
力
に
據
つ
て
建
醚
せ
ら
れ
な
け

I
1

S

I
I
1
1

I
1

1

15

1

s
I

れ
ば
な
ら
ぬ

(「

撒
加
利

」

®
眷
铸

.四
章
第
六
節

)

。
而
し
て

1£
義
の
迹
想
は

.久
遠
の
平
和
の
を
れ

i 

緊
密
に
結
ば
れ
て
ゐ

(

る
。

「

シ
ォ
ン
の
女
よ
、大
に
喜
ベ
、

K

ぐ
サ
レ
ム
の
女
：人
呼
ば
れ
、視
よ
汝
の 

王
汝
は
來
も
ノ
彼
れ
は
正

_

し
て
拯
救
を

.賜
り
、柔
和
に

し
て
，

驢
馬
に
乘
气
即
ち
牝
驢
埸
の

」

 

子
な

6
駒
に
乘
る
な

>

。
我
れ
エ
フ
ラ
ィ
ム
よ
办
取
を
絕
ち
、ユ
ぐ
サ
レ
ム
よ
り
馬
を
絕
た
ん
、
 

ぎ
审
弓
も
絕
た
る
可

i
。
'
彼
れ
國
々
，の
民
，

|:
^

和
を
諭

S
ん
。

.其
の
政
治
は
海
よ
，

6

海
に
及 

び、河

.よ
6

地
の
極
に
及
ぶ

.可
し

J。
(

闕
第

I九
窜
第
九
、ナ
節

0
:
:

而
し
て

小

預
言
當
中
の
最
後
の
者
た
る

t

フ
キ
は
叫
ん
で
：日
く

「

我
れ
等
の
父
は
皆
な

同 

一.
U 

な
る
に

非

す
や
。
我
れ
等
を
造
ら
し
神
は
_

一

 

な
る
に
非
す
や

o
':
我
れ
等
先
齟
等
の
寒
約
を 

破
：
b
て
芥
々

己
.れ
の

%
0

に
ま
偏
を
行
ふ
：は

.，何
ぞ

」

ミ
。「

馬
拉
基
#

」

箄 
一5

0

九
節

)

。
，

:
'追
放
期
後
の
時
：代
を
政
治
史
的

.{-
:
觀
察
す
れ
ば
、其
の

0
著
な
る
事
實
は
ム
ダ
の
苒
興
で
あ 

つ
^

"
而
し
て
這
例
政
治
的
復
興
の
：事
業
は
略
今
波
斯
帝
國
よ
キ
ユ
ダ
の

a

督
に
任
命
せ
ら 

れ
た
る
ネ
へ

V
ャ
の
究
成
す
る
所
で
あ
つ
れ
。
ネ
へ
ミ
ャ
は
啻
だ
に

エ
：ダ
ナ

レ
ム
の
洱
建
者 

.で
あ
る
の
み
な
；も：ず、抑

»:
者
若
し
：く
は
自
己

0
利
已
的
衝
動
の
«
紳
の
下
に
在
る
人
々
の
救 

濟
者
で
あ
つ
た
。

彼
：れ

«

施
民
が
其
の
强
慾
な
る

.支
配
苕
に
よ
つ
て
酷
使
虐
遇
せ
ら
れ
つ
、

:■
第
十
七
饴
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一
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g
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^

E馑
約
全
迸
し
現
れ
れ
る
社
會
組
想
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現
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想
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第
二
號
 

五
六 

あ

る

を

見

た

。S

に
民
其
の
妻
ビ
共
に
其
の
兄
弟

«

る
ユ
ダ
ャ
入
に
向
ひ
て
大
に
叫
べ
り
。

成
人
言
ふ
、我
れ
等
，及
び
；我
れ
：等
の

^

子、女
子
は
多
し
、我
れ
等
穀
物
を
得
食
ふ
て
生
き

ざ

る
可

.

. 

…

：
：
:
. 
.

. 

: 

* 

:
.
:

ら
す
。
或
る
人
は
言
ふ
、我
れ
等
は
我
れ
等
の
田
畑
、猫
萄
園
及
家
を
も
質
ビ
爲
す
な
り
。

.
K
に
 

飢
に
追
れ
ば
棘
れ
等
に
毂
物
を
狼

3

せ
ょ
。
或
ひ
は
言

ふ

、

我
れ

#

の
.子
女
も
彼
れ
等
の
子
女 

と
同
じ
。

視
ょ

°
,
:歌

れ

.等
：は與
子
、女
子
を
人
に
部
從
は
せ
て
奴
隸
ビ
爲
す
。
我
れ
等
の
女
子 

©
中
睬
に
人
に
伏
從
は
せ
し
考
も
ぁ
り
ノ
如
何
ビ
も
爲
ん
方
法
な
し
ぅ
其
は
我
れ

.等
の

11
|
畝

及
び
菊
萄
園
は
別
の
人
の
有

ビ

f

た
れ
：：ば
な
り
せ
。
我
れ

.は
，彼
れ
：等
の
叫
び
及
び
避
れ
等

の
^
を
聞

§

て
夫
に

^

れ
ぅ
。
，
是
に

_於
そ
我
れ
ヘ
心
に
思
ひ

If
!)
、員
き
人
々
，及
び
收
伯
等
を
寶

•
 
•

め
，
て
之
れ
に

—

言
ひ
け
る
は
、汝：等
は
各
冷
典
の
：兄
弟
ょ
&
利
息
を
取
る
な
り

ミ
。

而
し
て
我

れ
 

彼
れ
、等
の

事
に

就へ
き
て

大
,

を
開
き
、彼
れ
等
に
讀
ひ
け
る
は
我
れ
■等は
興
邦
人
の
手
に
資
ら 

れ
た
る
我
れ
等
の
兄
弟

ユ
ダ
ャ
人
を
狄
れ
等

0
カ
に
從
ひ
て

-

g

へ
り
。
然
る

U
又
た
汝
等
は 

己
れ
の
兄

^

を
賣
ら
ん
？
す
る
や
。
い
か
で
之
れ
を
我
れ
等
の
手
に
賣
る
可
け
ん
や

、/」/

 

-我

れ，：ち我

-

が
兄
弟
及
び
僕
等
ど
同
じ
く
金

W

毂
物
ビ
を
貸
し
て
利
息
を
収
る
こ
ど
を
爲
す
。
願

>
- 

' 

■ 

; 

- 
_

. 

■ 

' 

■

;
 

:

く
は
我
れ
等
利
息
を
撥
め
ん

o
.

® l

.ふ、
汝
等

今

E

に
も
彼
れ
等
の

田
畝
、鄉
猫

g

、

»

欖

園

及

び

‘家

を
彼
•れ
等

R

還
し
、又

^

彼
れ

.等
に
貨

し
-:

與
へ
て
、金、毂
物
及
び
酒
、油
等
の
百
分
の
一
を
取
る

乙 

I

廢ょレ。

i

希

S

記
I

章
第
一

—

八
、十
、十
一
一
一
節

)

？
彼
れ
は
十
ニ
ヶ
年
間
總
督
の
祿
を 

食
^

す
、其
の
前
任
者
が
议
に
重
荷
を
負
は
せ
て
、パ

ゾ

ビ

酒
と
を
是
れ

.ょ

6

徵
し
た

「
る
の
み
な

•
 

.
一

.
-

.
.
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.
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.

.

.

. 

：
 
.
.
'
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.

.

.

.

.

ら
す
、®
ほ
鈒
四
十
シ
ヶ
グ
を
課
し
、其
の
從
僕
等
も
：亦た
民
を
虐
げ
た
る
に
拘
ら
す
、彼
れ
は
神 

を
畏
る

〜

が
故
に
之
れ
を
爲
す
こ
ど
が
な
か
つ
た
。

:
十

-

;
波
：斯時
代
の
後
期
、殊
に
又

た

希
職
時
代
を
：通
じ
て
、猶
太
の
ま

»
.は
，先
：づ
第

J

に
個
人
：

に

興 

味
を
有
し
、彼
れ
自
身
の
心

a

に
嚮
導
原

■
を
：看
出
し
、
M
，の
胸
中
に
神
の
律
：法
を
錄
す
可
き
； 

ど
を
：敎
へ
た

0

而
，も
彼
れ

'等
は
文
た
個
久
の
安
寧
幸
福
が

11
;
會
的
條
件
に
侬
賴
す
る
所
大
な

.

る
I

め
れ
。
斯
ド
て
彼
れ
等
は
各
個
人
め
倫
理
的
及
び
社
會
的
想
識
を
啓
發
し
訓
練
す
る

• 

• 

• 

、
—

こ：ビ
を
努
め
た
。

.

其
處

^

は
又
た
富
に
關
し
て
多
く
の
も
の

が

言
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

.
:
i 

'

.

.

.
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. 

.
1 

.

パ

.
'
.
.
. 

.
'

つ
た
。

富

者

ビ

贫

：者

ビ

は

.偕

に

此

;の
世
に
存
狂
す
る
。
總
べ
て
之
れ
を
造
ダ
し
渚
は
工

ホ

パ 

で
あ
る
。
刺
を
设
れ
て
謙

®

な
る
の
報

ひ
は
«

ど
尊
貴
と
生
命
ど
で
あ
る
。

-f
f
l
jも「

疋
し
ぐ
步 

む
®

し
き
洛
は

e

の
悖
れ
一
る
愚
な
る
者
に
愈
る

」
(「

箴
言

」

第
十
九
章
第

.j

飾
、「

藤
名
は
大
な
る
赏

第
十
七
涖

c
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第十七，

0
ニ六

)

雜

錄
供
約
全
街

L1

硯れ
f:
る
馨
思
想
 

第一、彼 

五
八 

に
勝
り
、恩
寵

«
银
又
た
金
ょ

6

も
佳
し

1

(

同
第
ニ
十
ニ
章
第
ー
ー
四
節

r

即
ち
彼
れ
等
は
正
蓝 

に
取
得
せ
ら
れ
た
る
赏
の
價
値
を
充
分
に
認
識
し
、

ふ
れ
を
以
て
善
行
の
一
證
左
と
看
做
す
と 

共
に
、不
汜
に
取
得
せ
る
霜
を
以
て

^

詛
ど
舰
す
る
も
：の
：で
あ
る
。

#;
:

卷
は
貧
し

&

者
を
治
：め
ぺ 

.

.借
る
者
は
貨
ず
人
の
僳
と
爲
る

」

。
0

第
七
節

)

。「

富
め
：る
者
の
資
財
は
其
の
堅
き
城
な
り
、̂
し 

き
者
の
窮
乏
は
其
の

C

び

 ̂
>
9 

0
:齋
し

き
者
の
動
作
は
生
命
に
至
り
、畠
し
き
者

0
利
得
は
罪 

に

至

：
る

」

。(

同
饴
一
章
第
十
五
、十
六
節

)

-

善
行
に
：善
酬
ぁ

6
へ
惡
業
に
惡
果
來
る
。

「

人
を
見
て
惠
：

」

む
者
は
又
た
惠

.ま
る

.:
0

此
は
其
の
糧
を
貧
し
ぎ
者
に
興
ふ

.れ
ば
な
り

」

。(

3
1第
一
一
十
こ
#
第
九

.

.

:

.

.

.

- 

. 

•
 

i
 
'
 

.

筋)
「

贫
し
刍

^

を
虑
げ
て
自
ら
を

®

.
"
ま
3

ん.
W

す
る

_者

:̂
富
め
る

^

に
與

.ふ
る
^
ど
は
遂
に

必
中
贫
し
く
な
る
、

{同
第
十
六

®;
。
猶
太
の
聖
賢
は
財

?if
獲
得
欲
に
煩
は
さ
る
、
苕
を
戒
め

.

.;

る
;0
虛
し
き
に
歸
す
可
き
も
の
に

.目
を
留
ひ
：可

.
&
.で：な
い

;0
;'
富
ゅ
必

^

自
ら
翅
を
生
じ
：て
驚
：，

•
の
如
く
に
天
に
句
つ
て
飛
ひ
去
る
。

(

间
第
ニ
：十
三
章

(
第
，四、五
章

.

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.

贫
困
は
災
禍
で
あ
る

0

資
財
が
多
敝
の

&

を
集
ひ
る
に

.反
し
、贫
漭
は

^

の
友
に
：疎
ま
^
、典 

の
兄
弟
す

'ら
皆
な
之
れ
を
忌
む

0
.
:

(

同

第

十

九

，
章
_第

四

、
七

節

)

。
而
も
之
れ
を
免
る
、
の
方
法
は

: 

主
ビ
し
て
個
人
的
努
力
に
茌
る
。
斯
く
て
勸
勉
は
惟
獎
せ
ら
れ
、懶
惰
は
排
斥
せ

ら
る
0r

手
を
：

0 
く
し
て
動
く
者
は
贫
し
く
な

\

勸
め
働
く
渚
の
，手
；は
富
を
得

」

る
。

{同®十章第四の
 

他
同

五

節

及

第
十
ー
ー
章
第

ニ

+
七

«
.舞
照

0
暧
衣
飽
食
し
て
惰
眠
を

«
る

者
は
纏
が
て

贫

困 

に
陷
る

Rr
き
が
趴
に
、吾

A

は
之
れ
ピ
凌
る
可
き
で
な
い

,°
闽
第
一
ー

+
、
こ

:+
一
一
 
節

0
暴
窜
は

0 

を
離
れ
し
め
、極
：

*

は
_

を
汚
す
。

.
至
高
の
經
濟
的
理
想
は
兩
者
の
中
間
に
存
す
る
。

「

我

れ
を 

し
て
貧
し
か
ら
：し

:め
ず
、又
れ
；富
ま
し
め

.す
、惟
、だ

無

ぐV

、な
ら
ぬ
糧
を
與
へ
給
へ
。
を
は
激
れ 

卿
き
て
神
を
知
ら
す
と
云
ホ
バ
は
誰
れ
な
ぅ
や
と

*
,は
ん
こ

.今
れ
、
又力貧しくし
 

て
竊
盜
，を
爲
し
、我
が
神
の
名
を
汚

3

ん
こ
と
を
恐
る
れ
ば
な
り
ノ
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